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解釈での集団的自衛権容認に疑問

　支部では６月 26 日に憲法学習会をじばさんびるで開催した。姫路総合法律

事務所の園田洋輔弁護士が講師を務め、支部幹事ら５人が参加した。

　今回は集団的自衛権や憲法 9 条をめぐる情勢や論点について、園田弁護士

がクイズ形式で報告を行った。

　園田弁護士は、「憲法 9 条１項では自衛戦争は放棄していないが、２項で戦

２面に続く

憲法学習会

上：わかりやすく解説す

る園田弁護士

右：活発な意見が交わさ

れた



2014 年７月 25 日 ( 毎月 3 回 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可 ) 号外  年間購読料 12,000 円 2014 年７月 25 日 ( 毎月 3 回 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可 ) 号外 年間購読料 12,000 円

第 264回支部幹事会より

３２

◆情勢と運動対策では、医療介護総合法案の強行採決や患者申出療養などについて

議論を行った。また終了後には「憲法学習会」を行い、集団的自衛権の問題など意

見交換を行った。

　幹事会には、会員の先生はどなたでもご参加いただけます。ぜひご参加

ください。お問い合わせは、℡ 078-393-1803 ＦＡＸ：078-393-1802　E-mail：

arimoto@doc-net.or.jp　担当事務局 : 有本まで

6月 26 日 ( 木 )　午後２時 30 分～　於　じばさんびる

参　加　4人

支部ニュースへぜひご投稿ください
日常診療のことや医科・歯科連携などテーマは自由です。

ぜひご投稿ください。よろしくお願いします。

お問い合わせは、℡ 078-393-1803 ＦＡＸ：078-393-1802　

E-mail：arimoto@doc-net.or.jp　　　　　　　　　担当事務局；有本まで

力と交戦権が否定されたため、自衛戦争、侵略戦争すべてが放棄された」とさ

れる「９条２項全面放棄説」が憲法学会の通説だと紹介した。

　また、安倍首相が「安全保障法整備に関する与党協議会」で提示した、自衛

隊が海外で行動が想定される場合の 15 項目（邦人を乗せた米輸送艦の防護や

周辺有事での弾道ミサイル発射警戒中の米艦防護など）について現実性がない

のではないか、個別的自衛権で対応できないのか、など訴えた。

　参加者からは、「安倍内閣の解釈で集団的自衛権を認めるとするやり方は危

険である」「低賃金など苦しい状況に置かれている若者の中で『戦争で世の中

を変えたい』と思う人が多ければ、正式な手続きを踏んでも改憲になってしま

うのではないか」「集団的自衛権の行使容認で利益をうけるのは誰か」などの

意見が出された。

－－１面から

　支部も協力する、姫路市内の保

護者で結成された「子どもの医療

費無料化を求める会」では姫路市

の子どもの医療費無料化を求め

る署名に取り組んでいる。

　姫路・西播地域では、福崎町か

ら始まり、赤穂市・たつの市・相

生市などで中学校卒業までの子

どもの医療費が無料となってい

る。

　2011 年から取り組んだ署名活

動で、姫路市でも入院費の無料化

を実現させることができたが、通

院は負担金があり、「子どもをお

金の心配なく医療機関に連れていける」というのは子育て世帯の切実な要求

となっている。

　今回は姫路市の中学校卒業までの子どもの医療費無料化を通院にまで拡大

することを求め、9月議会に請願署名を提出することを目標に取り組んでおり、

会員の先生方にも署名用紙

を受付に設置するなどご協

力をいただきたい。（姫路

市内の会員医療機関にはす

でに郵送済み）

　

　署名用紙のご注文・お問

い合わせは、℡ 078-393-

1803 協会事務局・有本、

冲野まで

姫路市の子どもの医療費無料化を求める署名に

ご協力お願いします

“医療費無料化の願い七夕パレード” を７月 5日に行った


